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い、3時間経過した後の標的細胞の生死についてCalcein－AMおよびPropidium   
iodideの取り込みの違いによって判定した。   
4．FRAP前にpH。，［ca2＋］e，PTHの濃度をそれぞれ変化させた各種条件による前培   
養を行った上でFRAPを行なった。そして、これらの因子による骨細胞のギャ  
ップ結合を介した細胞間コミュニケーションに対する影響を検討した。  







43．7±2．2％であった対照群に対して、ギャップ結合阻害剤である18 alpha－   






5．［ca2＋］eの濃度を1mMから2もmMへと変化させた時、蛍光輝度の回復は47．0±6．   
1％から16．1±2．1％へと有為に減少した。  
6．PTHの濃度を1nMから10 nMへと変化させ3時間培養した時、蛍光輝度の回復は  












展開をもたらすものであると考えられる。   



























を授与されるに値する論文であると認めた。   
